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建設国保の加入は民商へ 
■ 個人事業で建設業の方が対象です 

■ 保険料は定額制なので安心です 

■ 休業５日以上の場合、補償があります 

■ 医療費が月１７５００円以上は還付に 

 

25 

26 
19 

13～

16 9 8 2 1 

８ 

月
予
定
表 

火水 日  木 水 木 水 

日
本
母
親
大
会 

茨
商
連
青
年
部
定
期
総

会 取
手
平
和
の
つ
ど
い 

夏
期
休
暇 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会 

理
事
会 

県
共
済
会
常
任
理
事
会 

県
三
役
会 

法
律
相
談
会 

              

 

 

 

 

 
 

 

 

 

組織拡大を全会員の力で 

 

県
南
民
商
第
４
２
回
定
期
総

会
と
同
共
済
会
３
２
回
定
期
総

会
が
７
月
８
日
、
つ
く
ば
市
内

の
施
設
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
報
告
で
は
、
世
界
の
情

勢
の
変
化
の
中
で
安
倍
自
公
政

権
が
相
変
わ
ら
ず
「
力
の
政

策
」
に
固
執
し
、
外
交
力
を
失

っ
て
い
る
こ
と
、
国
内
で
は

「
働
き
方
改
革
」
「
カ
ジ
ノ
法

案
」
「
国
会
定
数
問
題
」
「
原
発

再
稼
働
」
「
辺
野
古
基
地
建

設
」
な
ど
、
国
民
の
願
い
と
は

真
逆
の
方
向
に
突
き
進
ん
で
い

る
こ
と
を
指
摘
。 

 
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て

「
市
民
と
野
党
の
共
同
」
が
対

峙
し
、
国
会
の
外
で
は
大
き
な

流
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
目

を
向
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
強

調
し
て
い
ま
す
。 

経
営
要
求
に
つ
い
て
は
、
民 

             

民商共済会はあなたの味方  
◆会員・配偶者は無条件加入ができます 

◆月１０００円の掛金で入院１日３０００円 

◆3日以上の入院で１日目から１２０日分給付 

◆７５才で５万円の長寿祝金（65未満加入） 

 

労 災 ・ 雇 用 保 険 の 加 入 を 
● 建設業なら事業主のみでも加入が可 

 （大工・土木・左官・管・電気・塗装等） 

● 保険料は年３回の分割払い 

● 他の組合よりも手続き費用がお手頃 

 

 

 

第
２
９
回
の
全
国
事
務
局
員
交
流
会
（
東
日

本
会
場
）
が
群
馬
県
の
安
中
市
の
磯
部
温
泉
で

７
月
２
４
・
２
５
の
両
日
開
催
さ
れ
、
東
日
本

の
民
商
事
務
局
員
を
中
心
に
３
０
０
名
余
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 
１
日
目
は
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
下
の
政
治
経
済
の
展
望
と
民
商
・
全
商

連
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
吉
田
敬
一
駒
沢
大
教

授
が
熱
弁
。
こ
の
後
、
報
告
と
問
題
提
起
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
分
散
会
と
「
高
崎
市
の
商
店
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
」
に
つ
い
て
の
特
別
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
各
県
の
民
商
か
ら 

活
動
の
報
告
が
披
露
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

 
     

 
 

 
 

 

      

   
 

健
康
ま
つ
り 

  

■ 

９
月
９
日
（
日
） 

１
０
時
～
１
５
時 

 

■ 

常
陸
太
田
市 

於 

 
 

 
 

 

 
 

  
 

 

  

 

 

商
な
ど
も
加
盟
す
る
「
茨
城
共
同
運

動
連
絡
会
」
が
毎
年
、
県
へ
の
要
求

書
を
提
出
し
懇
談
も
重
ね
て
い
る
こ

と
、
こ
れ
を
受
け
て
各
自
治
体
と
の

懇
談
も
行
っ
て
い
る
こ
と
等
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

 

組
織
建
設
の
問
題
で
は
、
後
継
者

問
題
や
廃
業
に
よ
る
会
員
の
退
会
問

題
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ
こ
に

手
を
尽
く
す
と
と
も
に
会
員
一
人
ひ

と
り
の
力
で
、
会
員
と
読
者
の
拡
大

を
築
い
て
い
く
こ
と
な
ど
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
参
加
者
の
討

論
が
つ
づ
き
、
１
１
人
が
発
言
し
ま

し
た
。 

 

総
会
は
参
加
者
全
員
で
報
告
と
方

針
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
新
役
員

を
選
出
し
ま
し
た
。 

 

新
会
長
に
は
こ
れ
ま
で
の
木
村
弘

安
氏
に
代
わ
っ
て
児
玉
力
造
氏
を
選

出
。
ま
た
、
民
商
共
済
会
理
事
長
に

は
新
し
く
本
多
則
彦
氏
を
選
出
。
ま

た
、
民
商
・
同
共
済
会
の
新
理
事
も

選
出
。
新
執
行
部
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。 

 
来
賓
に
は
茨
商
連
会
長
の
松
沢
博

氏
と
上
野
た
か
し
茨
城
県
議
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。 

 

５
月
６
日
に
北
海
道
の
稚
内
を

出
発
し
た
２
０
１
８
年
国
民
平
和

大
行
進
。
行
進
団
は
東
北
の
太
平

洋
側
の
コ
ー
ス
を
行
進
し
て
、
６

月
２
８
日
に
茨
城
県
北
茨
城
市
に

入
り
ま
し
た
。 

県
内
各
地
を
行
進
し
て
７
月
９

日
に
、
取
手
市
藤
代
庁
舎
か
ら
つ

く
ば
み
ら
い
市
・
守
谷
市
・
取
手

市
へ
と
行
進
し
、
各
庁
舎
前
で
は

歓
迎
の
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

取
手
市
庁
舎
前
で
は
、
お
よ
そ

１
０
０
人
が
集
ま
り
、
市
の
総
務

部
長
や
各
団
体
か
ら
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
。
そ
し
て
通
し
行
進
者
の
あ

い
さ
つ
が
披
露
。
ペ
ナ
ン
ト
も
ポ

ー
ル
に
取
り
付
け
ら
れ
、
こ
の

後
、
横
断
幕
を
掲
げ
て
取
手
駅
ま

で
行
進
。
駅
西
口
で
こ
の
日
最
後

の
集
会
が
。
こ
の
後
、
県
内
最
後

と
な
る
鹿
行
地
区
に
引
継
ぎ
さ
れ

ま
し
た
。 

全
国
事
務
局
員 

交
流
会 

開
く 

 

 


